
がんこに平和、くらしが一番5つの重点政策

桜井夏来
さくらいなつき

【プロフィール】1974年 東京都武蔵野市生まれ/ 76年～88年 家族の海外勤務に伴い
フィジー・ペルー・マレーシアで育つ / 93年 桐朋高校卒業 / 97年 沖縄大学を中退・
ソフト会社勤務 / 2001年 衆議院議員川田悦子秘書 / 07年  武蔵野市市民協働サロン
スタッフ/ 21年 武蔵野市議会議員当選（1期）/ 24年 社民党東京都連合政策
委員長就任/現在  福祉の仕事に携わりながら、様々な市民活動に取り組む
【家族】妻と子ども3人、ネコ2匹    【趣味】子どもたちと遊ぶこと、料理

社民党は、衆議院議員選挙東京ブロック比例予定候補に
東京都連合政策委員長の桜井夏来（49）を決定しました。

sakurai-natsuki.jp

物価高からの生活再建
▶ 企業の内部留保への課税と当面の消費税ゼロにより、物価高からの生活再建を助けます。 ▶ 全国一律最低賃金
1500円で全ての労働者の賃上げを目指します。 ▶ 年金、医療保険、生活保護などのセーフティーネットを守ります。

02

戦争反対！憲法を活かす政治を
▶ 戦争に繋がる防衛力増強に反対し、核兵器開発禁止条約の締結・批准や日米地位協定改定に取り組みます。 ▶ 憲法
違反の安保法制・秘密保護法・共謀罪法などは廃止します。 ▶ 国際紛争の即時停戦と外交的解決を働きかけます。

01

ジェンダー平等・多様性社会の実現
▶ 様々な社会課題をジェンダー平等の観点で見直します。 ▶ 選択的夫婦別姓と同性婚を法制化します。 ▶ ハラスメント
やヘイトに対する実効性のある包括的差別禁止法を制定します。 ▶ 難民・移民と共生する日本社会を創ります。

05

地球環境と人間の共生
▶ 脱炭素を口実とした原発回帰の動きを許しません。 ▶ 福島第一原子力発電所の処理汚染水の海洋放出は中止します。 
▶ 新自由主義的な農政を転換し、食料自給率50％を達成します。 ▶ 防災・減災に向けたインフラ整備を進めます。

04

子ども・若者に希望を
▶ 非正規雇用の拡大を防ぎ、若者が希望をもって働ける社会にします。 ▶ 経済的理由で子どもを持つことを諦めずに
すむよう、保育費などを公的に補助します。 ▶ 高等教育までの無償化、貸与型奨学金の給付型化を実現します。

03

社民党サポーター大募集！
社民党の考え方を
もっと知りたいと
思ってくださる方
大募集中です！２０２4年春季 号外（東京版）



桜
井　

政
治
と
金
の
問
題
は
、
私
た
ち
の
命

と
健
康
に
も
実
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
時
代
に
、
企
業
を
優
遇
す
る
べ
く

導
入
さ
れ
た
機
能
性
表
示
食
品
制
度
の
製
品

で
、
５
名
以
上
の
方
が
亡
く
な
る
健
康
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
利
益
優
先
で
安
全
性
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
企
業
の
責
任
で
す
が
、

そ
れ
を
後
押
し
し
た
政
治
の
罪
も
大
き
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

福
島　

さ
ら
に
、
企
業
べ
っ
た
り
の
金
儲
け

主
義
は
、
日
本
が
平
和
国
家
と
し
て
守
っ
て

き
た
大
事
な
一
線
も
蝕
み
始
め
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
３
月
の
閣
議
で
、
日
・
英
・
伊

が
共
同
開
発
中
の
次
期
戦
闘
機
に
つ
い
て
、

輸
出
を
容
認
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

日
本
製
の
兵
器
が
海
外
で
使
用
さ
れ
、
女
性

や
子
ど
も
、
老
人
を
含
め
た
罪
な
き
市
民
を

殺
す
未
来
が
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。

桜
井　

結
局
、
お
金
に
目
が
く
ら
ん
だ
今
の

政
治
を
変
え
な
い
限
り
、
暮
ら
し
も
平
和
も

守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
島　

か
つ
て
自
民
党
政
治
の
驕
り
が
頂
点

に
達
し
た
と
き
に
、
国
民
の
怒
り
が
政
治
を

動
か
し
て
、
政
権
交
代
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
再
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
４
月
末
に

行
わ
れ
た
三
つ
の
補
欠
選
挙
で
は
、
社
民
党

も
加
わ
っ
た
野
党
共
闘
の
候
補
者
が
三
連
勝

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

桜
井　

今
、
欲
ま
み
れ
の
金
権
政
治
か
ら
、

暮
ら
し
と
平
和
を
守
る
人
権
政
治
へ
と
転
換

を
図
る
大
き
な
う
ね
り
が
起
き
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
。
私
た
ち
社
民
党
は
、
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
全
力
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

福
島　

桜
井
さ
ん
は
今
、
暮
ら
し
と
平
和
を

訴
え
る
社
民
党
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が

ま
ち
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

桜
井　

与
党
議
員
の
あ
ま
り
に
酷
い
不
祥
事

の
数
々
に
、人
々
の
怒
り
は
爆
発
寸
前
で
す
。

岸
田
政
権
誕
生
後
だ
け
で
も
、
受
託
収
賄
と

公
職
選
挙
法
違
反
で
国
会
議
員
が
逮
捕
さ
れ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
観
光
気
分
の
海
外
視
察
、

懇
親
会
で
の
破
廉
恥
余
興
、
不
倫
に
パ
パ
活

と
、
モ
ラ
ル
の
欠
片
も
な
い
事
件
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。中
で
も
怒
り
を
集
め
て
い
る
の
が
、

政
治
と
金
を
め
ぐ
る
問
題
で
す
。

福
島　

物
価
高
で
国
民
の
暮
ら
し
が
苦
し
い

中
、
自
民
党
議
員
は
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
利
用

し
た
裏
金
作
り
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

政
治
資
金
規
正
法
違
反
で
あ
り
、
ま
じ
め
に

働
い
て
納
税
し
て
い
る
国
民
を
バ
カ
に
し
た

許
し
が
た
い
裏
切
り
行
為
で
す
。

桜
井　

こ
の
問
題
が
深
刻
だ
と
思
う
の
は
、

よ
こ
し
ま
な
一
個
人
に
よ
る
犯
行
で
は
な
く

派
閥
ぐ
る
み
、
党
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
た
組
織

的
な
犯
罪
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
す
。

こ
れ
は
お
手
盛
り
の
内
部
処
分
や
表
層
的
な

改
革
案
で
許
さ
れ
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
民
党
は
解
党
的
な
出
直
し
を
す
る
責
任
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

福
島　

今
の
与
党
に
自
浄
能
力
を
期
待
す
る

の
は
無
駄
で
し
ょ
う
。
選
挙
に
よ
っ
て
政
権

交
代
を
果
た
す
以
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
で
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
の
禁
止
や
、

企
業
団
体
献
金
の
廃
止
、
政
治
家
の
責
任
の

明
確
化
と
厳
罰
化
な
ど
、
金
権
政
治
を
断
ち

切
る
ル
ー
ル
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新社会党委員長

岡﨑ひろみ内田雅敏（弁護士）古今亭菊千代（落語家）金沢壽（全労協前議長）
鎌田慧（ルポライター）佐高信（評論家）白石孝（NPO法人官製
ワーキングプア研究会理事長）杉浦ひとみ（弁護士）竹信三恵子
（和光大名誉教授・ジャーナリスト）花輪伸一（沖縄環境ネット
ワーク世話人）古田兼裕（弁護士）前田朗（朝鮮大学講師）

新社会党も桜井夏来さん
と活動を進めていきます

社民党と桜井夏来さんを応援します

社会民主党党首

福島みずほ

社会民主党
東京都連合政策委員長

桜井夏来

軍拡増税は許しません！

金権政治から
人権政治へ

[ 対談 ]

裏金問題の徹底追及を！
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